
127

吉田 則昭

１　はじめに

　ロシア革命から約 30年後、占領期に流入し
たソビエト文化は、1956年 10月 19日の日ソ
国交回復（日ソ共同宣言）まで、通常ルートと
は異なる複数のニッチな経路からその受容は行
われていた。敗戦後、日本政府は国交のない国
との交流は原則不可として、日ソ文化交流をで
きるだけ制限する方針をとった。このことによ
り国交回復まで日ソ文化交流に関する政府間交
渉はほぼ皆無であった一方、民間ルートによる
日ソ文化交流は、占領期から国交回復までの時
期において、その大部分を占めることになった。
1940年代から 50年代は日本側では左翼の個
人的つながりから行われていた日ソ文化交流が
組織・団体によって行われる状況となる。
　本論では、戦後日ソ文化交流の中でもあまり
注目されたことのないソビエト映画関係者の土
方敬太の活動を取り上げてみたい。土方敬太自
身が執筆した、著書は共著のみであり、戦後は
雑誌などの記事が散見されるだけで評伝も残さ
れていない。
　先行研究としては、占領期における映画政策
を扱った谷川建司『アメリカ映画と占領政策』
（京都大学学術出版会、2002）が、米国公文書
を用いて一国一社制、輸入クォータ制について

論じている。またソビエト映画研究の立場から、
フィオードロワ・アナスタシア『リアリズムの
幻想 ― 日ソ映画交流史［1925－ 1955］』（森
話社、2018）が、ロシア側公文書から占領期
におけるソ連映画について考察している。しか
し、いずれの研究もソ連側の一国一社制、個々
の映画関係者、映画検閲の実態については十分
に分析されていない。
　本論では、占領期・50年代、GHQ占領当局
およびソ連側と折衝しながら、ソビエト映画の
普及・上映に奔走した土方敬太の活動に注目す
る。また、占領期文化の一環としてのソビエト
映画の流入・受容を、占領政策を参照しながら
GHQ公文書、ソビエト映画関連雑誌などから
検討していきたい。

2　占領期の活動

　まず、本稿で取り上げる占領期・1950年代
のソビエト映画紹介者の土方敬太について、概
要を紹介しておきたい。土方敬太は、1920年
9月 9日、演出家で伯爵の土方与志（1898－
1959）の長男として生まれた。祖父・久元
（1833－ 1918）は元宮内大臣であり、弟は戦
後のうたごえ運動創始者で、演出家の土方与
平（1923－ 2010）である。敬太は、1933年、
豊島師範付属小学校を卒業、東京府立五中に
入学直後、父親の訪ソに同行し、1933年 4月
に神戸を出発、5月末にソ連・モスクワに到着、
モスクワ第一小学校へ入学した。9月、当時モ
スクワにいた片山潜に依頼して、国際解放犠牲
者救援会（モップル）の「国際子供の家」とい
う寄宿制の学園に移り、1933－ 37年の４年間、
ソ連の中学校で過ごした 1 ）。1937年 8月には
家族でフランスへ移住、敬太はパリの学校（モ
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ンパルナスの電気専門学校・エコール・プレゲ
ー）にて学んだ。
　1941年７月、日本に帰国することとなり、
横浜港へ到着、その後、神奈川県久里浜の海軍
通信学校（横須賀海兵団）に入隊する。母親・
梅子は、日本の大学で学ばせるために親戚や知
人に頼んで交渉したが、「赤い伯爵」こと与志
の息子をどこの学校は受け入れてはくれなかっ
たと記す 2 ）。
　日本の敗戦時、20代半ばであった敬太は、
ロシア語を活用しながら、ソ連関連の幾多の職
を得て、各方面で活躍することになる。戦後、
急遽ソビエト関連情報が流入する状況の中で、
モスクワでの生活で得たロシア語力で文学、演
劇、映画などのソ連事情を紹介した。
　1945年 12月には、ソ連の作家シーモノフ、
アガーポフ、クドレワーディフ、ゴルバートフ
ら４人がソ連国営通信社・タス通信の特派員と
して来日、土方与志・敬太の親子は、特にシー
モノフと交流を深めた。そしてシーモノフは、
1946年まで半年以上、日本に滞在した 3 ）。
　このときのシーモノフらの来日が契機とな
って、1946年 5月、土方与志らが中心となり
日ソ文化連絡協会を設立、土方敬太もこの業務
を手伝った。やがて 1949年には、労組・抑留
者団体などが母体となって日ソ親善協会が設立
された。日ソ国交回復の機運の高まりとともに、
ソ連側にも 1958年にソ日協会が発足する。こ
うして左翼人らの個人的つながりによる文化交
流から、日ソ両国の文化交流団体を設立しての
交流へと推移していく。
　1950年代、土方敬太は、主にソビエト映画
の輸入・配給、宣伝・普及の業務にあたった。
その後 1959年にはタス通信社東京支局に勤
務、1961年以降、日ソ協会の杉並支部事務局
長、1964－ 65年、政治路線をめぐる日ソ協
会の分裂を経て、1965年には日ソ協会本部に
勤務した 4 ）。1968年の新聞記事では、ゴーリ
キー生誕百周年記念祭・準備委員会事務局長と
して紹介され、「日本人ばなれのしたロシア語

で仕事を続けてきた」とも記されている 5 ）。
　次に、占領期以降、本格的に土方敬太がソビ
エト映画の紹介に取り組むまでの活動をみてお
きたい。土方敬太は、詳細な経歴を残していな
いため、ソビエト映画の普及にあたる 1949年
頃までの経歴が不明である。土方自身も「辞表
と履歴書ばかり書いていた」と述懐するように、
ソ連関連の幾多の職業を転々とした 6 ）。
　以下に、戦後雑誌にみる土方敬太の職歴
を、20世紀情報メディア情報データベース
（http://20thdb.jp/）の記事から抽出し、所属・
肩書を記してみた。
　1946年は、「ソヴィエト大使館嘱託」（『週
刊少国民』3月 17日号）、「作家シーモノフ翻
訳者」（『思潮』5月号）、「対日理事会ソヴエー
ト文化部勤務」（『児童文化』10月号）とあり、

シースノフ『日本 ― 46』
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1947年では、「土方与志氏令息」（『ダンス』
11月号）、「ソヴェト研究者協会会員」（『ソヴ
ェト文化』12月号）と記されている。1948年
では、「ソビエト研究者」（『婦人』9月号）と
あり、1949年は、「北星商事勤務」（『ソヴェ
ト文化』3月号）、「演劇研究者」（『DEMOS』
8月号）とあるように、1946年から 50年にか
けては、ロシア語通訳の傍ら、演劇や文学の記
事や翻訳記事を寄稿している 7 ）。そして 1951
年は「北星映画株式会社社員」（『思想』1951
年 8月）とあり、1955年には「日ソ貿易渉外
課長」（『日本とソビエト』1955年 11月 15日）、
教育学者マカレンコの「翻訳者」とあるので、
およそ 1949年から 1954年までの期間、ソビ
エト映画の紹介にあたっていたと推測できる 8 ）。

3　一国一社制の下でのソビエト映画配給

　1945年 11月、GHQは、外国映画の配給機
構について声明を出し、アメリカ８大メジャ
ーなどの配給会社が合同で CMPE（Central 
Motion Picture Exchange、セントラル映画
社）を設立することを発表する。12月以降、
GHQ/CIEの外郭団体として港区芝田村町（現
在の新橋）にてアメリカ映画を一元的に管理す
ることとなる 9 ）。こうした一元的管理は、当時、
一国一社制と称されていた 10 ）。CMPEはハリ
ウッド映画産業側が期待していたような私企業
の団体ではなく、日本を民主化するという占領

目的の進展を図る CIEの外郭団体という形で
の業務開始となり、建前上はアメリカ国務省国
際映画部の活動目的に合致する形で始まった。
　こうしてアメリカの映画界が一国一社制とし
て一本化された同時期、1945年 11月に戦前
からのソビエト映画会社・日ソ映画社の社長で
あった袋一平（1897－ 1971）は、ソ連代表部
宛に「ヤプキノ（ヤポンスコエ・キノ＝日本映
画）は、スタートを切る準備が整いました。突
進する指示を待っている次第であります」との
手紙を送っている 11 ）。1937年以降、ソビエト
映画の輸入は禁止されており、それを再び上映
していくことへの袋の意気込みは強かった 12 ）。
　ソビエト映画の場合、一国一社制の下、対日
理事会ソビエト代表部の中に窓口を構えてい
たソ連映画輸出協会が 1947年 8月に設立され、
日本の輸入代理店に対しソビエト映画を提供す
る形をとった。
　占領下におけるソビエト映画配給の流れは、
ソ連本国ではソ連映画輸出協会が窓口になり、
その日本での出先機関が対日理事会のソビエ
ト代表部（当時は軍人のデレビヤンコ、キスイ
レンコなどが駐在）の中に開設された。入荷し
た作品は同協会日本支部から CIEそして CCD
に提出され、ここで日本語字幕版が制作されて、
劇場との契約に基づいて上映されるということ
になっていた 13 ）。一国一社制による配給まで
のワークフローは、基本的にアメリカ映画の場
合と変わらなかったが、ソビエト映画では、許
可された配給本数、作品に対する検閲がアメリ
カ映画とは比較にならないくらい厳格に行われ
た。
　GHQ文書で具体的にみてみると、1946年
6月 3日、日ソ映画社の社長・袋一平と副社長
の服部数政は、CIEのドン・ブラウンと面会
し、ソビエト映画上映再開の許可を求めて面会
している 14 ）。また同社は、11月に「社名及社
内構成報告ノ件」を「映画検閲課」宛に提出し、
「現在複写版権ヲ与エラレタルハ左記ノ六映画
ニ対シ何レモ貴課及経済科学局ニ上映許可申請
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中ノモノナリ」としている 15 ）。そして、11月
12日に、入手経路、検閲申請映画題名が記さ
れた「ソビイエツト映画検閲申請ノ件」が提出
されている 16 ）。
　戦後の日本で最初のソビエト映画が公開さ
れたのは、1946年の暮れに入ってからである。
その上映許可が下りたのはさらに遅く、1947
年の後半になってからであった。
　他方で 1946～ 47年のソ連側の対日映画政
策は、GHQの手続によらず、職域、労働組合
などで自国の映画の上映会を催すというピンポ
イント的、ゲリラ的な方法でソ連シンパの日本
人ネットワークを作るという戦略であった。例
えば、ソビエト代表部の置かれた三菱ビル 21
号館において、毎週金曜日の 18時に約 300人
の聴衆が参加の下、ソビエト映画が上映され、
1946年 10月には『偉大なる転換』『石の花』
が上映されていたとの記録が残されている 17 ）。
ほかにも GHQ文書からは、職域、労働組合で
の自主上映の動向が随時チェックされているこ
とがわかる。
　1949年時点でソビエト映画の上映は、大手
映画会社の東宝の配給に依拠するようになって
いたものの、それは興行としても「乞食が旦那
様のお情けにすがるといったありさま」（袋一
平）だったため、直営的な組織でのソ連映画普
及、とりわけ「一番重要な問題は上映組織の民
主的な確立」（岩崎昶）を考えなければならな
いとしている 18 ）。
　戦後初のソビエト映画公開は、1946年 11
月に上映された『スポーツパレード』というソ
ビエト体育祭の記録映画であった。ソビエト
映画の日本輸入は英仏両国より早く、1947年
8月、ソ連映画輸出協会に許可が降りると、9
月 30日には『モスコオの音楽娘』が公開され
る。1948年までに公開されたソ連映画はのべ
12本であったが、そのうちカラー映画が、前
記『スポーツパレード』であり、1947年公開
の『石の花』、1948年公開の『シベリア物語』
の３本であった。

　他方、映画公開までの期間、GHQはソビエ
ト映画の上映をめぐっての配給会社の調査も
行っていた。土方敬太は、対日理事会内のソ連
代表部で仕事をしていた関係もあってだろうか、
北星商事が競合他社以上に一国一社制の下でソ
ビエト映画の窓口としての比重を徐々に高めて
いくことと軌を一にして、土方の存在感も高ま
っているようにみえる。だが、そうしたソ連代
表部内でのプロセスはロシア側公文書を調べ
ないとみえてこないだろう。ただし、GHQ文
書には CIE及び CCDにも「北星商事（North 
Star Company）」の記録が多く残されている
ことから当局はかなり注目していた。
　北星商事は 1947年 11月、ソビエト映画に
関心を持つ文化人によって設立され、ソビエト
映画の輸入のほか、日本製機械の輸出やソ連製
品の輸入の事業を行うことをその目的に掲げ
ている 19 ）。また別の文書では、北星商事の資
本金は 19万 5000円であること、日ソ映画社、
映画配給会社（映配）に次いで３番目に配給の
権利を得ている会社であること、16ミリフィ
ルムの日本における全配給権を得ていることを、
社長の河野重弘の証言として記録している 20 ）。
　興味深いのは、別の資料にみる日ソ映画社の
動向である。1948年段階の同社社長は中井一
夫である 21 ）。中井の妻が GHQを訪問し、そ
の際、ソ連映画輸出協会は中井夫人らに日本共
産党に入党するように促し、拒否した場合、取
引は継続されないと伝えられたことを報告して
いる。そして、1949年３月の連合通信電を通
じて、ソ連映画輸出協会は、日ソ映画社との取
引を北星商事に引継がせ、映配を通じてソビエ
ト映画配給を行うとの告知を流していると伝え
ている 22 ）。この時点でソ連側はソビエト映画
の主たる配給会社の切り替えを行ったものと考
えられる。
　土方敬太は 1949年頃から北星商事に勤務し
ていたことから、1950年以降、同社発行の雑
誌『ソヴェト映画』創刊にも加わる。土方敬太
の入社には、父親・与志が北星商事の監査役に
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名を連ねていたことも関係しているのかもしれ
ない。GHQは、土方親子という「二人の土方」
を厳密に区別していなかったようであり、関係
部局に注意喚起のメモ書きを残している 23 ）。
　1950年２月の『ソヴェト映画』創刊号の表
紙見開には、当時の大ヒットしていた『シベリ
ア物語』の広告が掲載されている。同広告には、
ソビエト映画の輸入代理店として、「ソ連映画
輸出協会提供　北星映画株式会社配給」と記さ
れている。

4　スターリン賞における「記録映画」「劇

映画」とその紹介

　占領期、ソビエト文化受容の主たる基礎を築
いたのは、『ソヴェト文化』（1946－ 1949）や
『ソヴェト映画』(1950－ 1954)といった雑誌
であった。ソビエト文化人脈の中心にいた土方
敬太は、ソヴェト研究者協会・日ソ文化連絡協
会発行の雑誌『ソヴェト文化』に映画記事を寄
稿し始め、北星商事では『ソヴェト映画』の創
刊に関わった。
　『ソヴェト映画』創刊号には、亀井文夫・河
原崎国太郎・土方敬太による「ソヴェト映画の
印象」という座談会が掲載されている 24 ）。同
誌はソ連を中心としつつも、共産化した中国の
状況、日本の独立プロ運動の情報も紹介し、前
進座の河原崎長十郎、独立プロで作品を発表し
ていく今井正、山本薩夫といった映画作家たち
も寄稿している。
　また同誌は映画やソ連だけに特化した雑誌で
はなく、東欧や東アジアの社会主義国における
映画制作事情や、1950年代の日本で起こった
独立プロ運動に関する情報、ソビエト連邦にお
ける文学や美術、演劇やスポーツをめぐる記事
が掲載された。ロシア民謡「カチューシャ」の
楽譜（関鑑子）や、伝統的なロシア料理のレシ
ピ、ロシア人が着る民族衣装の縫い方（土方梅
子）など、取り上げられる題材も多様であった。
　『ソヴェト映画』の編集部は、創刊号のなか
で「ソ連映画輸出協会のひとかたならぬ御指導

と御援助」に対する感謝の意を表明し、同協会
日本代表であった D.レフチェンコは、モスク
ワ本部に宛てた手紙のなかで、「ソビエト映画
を宣伝するための最も有力な手段」として、雑
誌『ソヴェト映画』の発行と宣伝を挙げている。
ソ連映画輸出協会を通して編集部に届けられた
映画関連資料は、ソビエト国内で出版された新
聞・雑誌からの抜粋であり、1950年代初頭の
ソビエト映画における支配的傾向を多分に含ん
でいた 25 ）。
　創刊当初の『ソヴェト映画』は、北星商事と
ソ連映画輸出協会による共同企画としての性格
が強かった。1940年代後半から 1950年代初
頭のソビエト映画は、カメラや被写体の動きは
最小限に抑えられ、映画における主要なメッセ
ージは口頭で伝えられた。内容面でもスターリ
ンの個人崇拝色の強い映画、第二次世界大戦で
の勝利をドキュメンタリーで描いた「芸術記録
映画（フドジェストストベンヌイ・ドキュメン
タリヌイ・フィルム）」、民族舞踊やバレエ、オ
ペラを撮影した「コンサート映画（フィルム・
コンツエルト）」などが目立った 26 ）。
　だが、1920年代におけるアヴァンギャルド
や 1950年代後半に台頭するソビエト・ヌーヴ
ェル・ヴァーグと比べて、この時期に作られ
たソビエト映画は著しく劣っていた 27 ）。実際、
スターリン体制の末期、ソ連の映画産業は著し
く停滞していた。こうした事態を生み出してい
たのは、第二次世界大戦による経済的なダメー

左『ソヴェト文化』
右『ソヴェト映画』
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ジやソ連共産党政治局員ジダーノフによる「コ
スモポリタン」批判といったイデオロギー統制
などであった。
　そうした時代状況の中で、『ソヴェト映画』
には、1940～ 1951年のスターリン賞作品リ
ストが付されたソビエト映画未公開作品の全リ
ストが掲載されている 28 ）。備考欄で全作品の
スターリン賞受賞年が付されている。同賞の映
画ジャンルは、「記録映画」「劇映画」の２部門
に分けられる。これら２部門はスターリン賞か
らみた場合のジャンルであったが、『ソヴェト
映画』誌上では厳密に区分されていないことも
あった 29 ）。
ソヴェト映画の特長は劇映画とならんで記
録映画が大きな位置を占めていることであ
る。資本主義では芸術映画は劇映画だけを
意味するが、ソヴェトでは記録的映画も芸
術映画である。これは毎年スターリン賞を
うける作品に、劇映画とならんで記録映画
のあることがよくしめしている 30 ）。

　1951年のソ連の映画大臣の発言においても、
これら二大映画ジャンルについて言及されてい
る。

党がソヴェトの映画芸術にたいして提出し
た課題 ― 大祖国戦争の重要な諸段階を再
現し、ソヴェト科学の優位性を示す ― の
解決のために芸術・記録映画と芸術・科学
映画という二つのジャンルが生まれたので
ある 31 ） 

　戦後、スターリン賞映画部門の受賞が報じら
れるのは、1946年以降である 32 ）。1946年の
劇映画の第一賞は、『誓い』『ナヒーモフ提督』
『石の花』の３本であり、記録映画の第一賞は、
『わが国の青春』『人民の裁判』の２本であった。
土方敬太も『誓い』『ナヒーモフ提督』につい
て紹介記事を書いている 33 ）。
　1947年のスターリン賞は、芸術映画（劇映
画）の第一賞が『シベリア郷土物語り』であり、
記録映画の第一賞は『勝利の国の一日』『ソヴ
エト・ウクライナ』であった 34 ）。その後、『ソ

ヴェト文化』誌上にて「ソヴェトの映画」とい
う座談会が開催される。座談会では同じ頃に上
映されていた『シベリア物語』についても議論
され、次のようにも述べられている。

「あれ（引用者 ― 『シベリア物語』）はス
ターリン賞受賞作品ですが、スターリン賞
の推薦にも反省があるようですね。今まで
はスターリン賞は内容で点をつけていた。
イデオロギー的に内容の低いものは芸術的
にどんなに優れていても駄目だった。とこ
ろが今度の一九四七年度スターリン賞の特
長は、単に内容ばかりでなく、内容プラス
芸術的に優れたものでなければ与えられて
いないのです…『シベリア物語』はその中
でいまのところ最高ではないですかね」35 ）

　1949年度のスターリン賞作品の紹介は、そ
の後の『ソヴェト映画』に引き継がれ、同年の
芸術映画部門の第一賞は、『ベルリンの陥落』
『スターリングラード戦』『エルベの邂逅』であ
り、記録映画部門の第一賞は『世界の青春』
『空軍デー』であった 36 ）。また、1950年度の
芸術映画部門の第一賞は、『ムッソルグスキ
ー』『密使』『解放された中国』『モスクワを遠
く離れて』であり、記録映画部門の第一賞は
『中国人民の勝利』であった 37 ）。だが、1951
年度からは、芸術映画（劇映画）のみの紹介と
なり、第一位に『タラス・シェフチェンコ』
『金星勲章騎士』、第二位に『ドンバスの炭坑』
が紹介されている 38 ）。
　土方敬太は『ソヴェト映画』第１号、第２号
で「ソビエト映画の 30年」を振り返り、「記
録映画」「科学普及・教育映画」を解説してい
る。前者の記録映画について次のように記す。

ソヴェト最大の記録映画スタジオであるモ
スクワの中央記録映画スタジオはさながら
大新聞の編集局を思わしめる。国内、国外
の要所要所に派遣された約二〇〇名の特派
員 ― カメラマンや必要に応じて重要な事
件の現場に派遣された特派員から時々刻々
密封した金属箱に入ったフィルムの断片の



133

占領期・1950 年代ソビエト映画紹介者としての土方敬太

　その具体例として、アメリカ・ハリウッドの
ゴシップといった退廃的動向を批判し、ソ連に
おける人民芸術の芸術性を指摘する。

たとえば映画雑誌の中には、わが国の映画
ファンが求めているような俳優個人のゴシ
ップや特ダネ記事はないかと思って探して
みる。が、それはどうしても見当たらない。
『映画芸術』誌には人民俳優ニコライ・チ
ェルカーソフが論文を書きはするが、彼が
体重何キロ身長何センチで、趣味とする食
物は何かということも載っていないし、『ソ
ヴェト芸術』新聞は、映画監督チャウレリ
やロンムが評論を書き、女優タラーソワや
マレーッカヤが演劇論演技論を高度な芸術
的立場から書く。ここではハリウッド流の
ゴシップは全く見出すことは出来ない。な
ぜなら、そのようなゴシップは決して人民
芸術を高める役目をしないからである。43 ）

　その後、1952年には亀井文夫との共著で『ソ
ヴェト映画史』を刊行する。同書は『ソヴェト
映画』の記事を基にソビエト映画を体系的に整
理した通史であった。土方自身、「この本の著
者は……亀井文夫氏を中心として、雑誌『ソヴ
ェト映画』の編集部に集った岩淵正嘉、成田
梅吉、土方敬太の協力によってなされたもので
あります」として、「執筆分担は総論を亀井文
夫、第一期（誕生よりトーキー迄）ならびに理
論編を岩淵正嘉、第二期（トーキー発生より戦
争迄）ならびに記録・教育映画編を土方敬太、
第三期（戦争中）ならびに人物編を成田梅吉が
担当し、第四期（戦後今日迄）は、岩淵、成田、
土方が三人で協同執筆しました」とする 44 ）。
　スターリン賞「劇映画」ジャンルには、興行
的にも成功し日本でも上映された『シベリア物
語』が入っていたが、『ソヴェト映画史』にお
いては特に「劇映画」の項目が設けられていな
い。
　結果的にみて、占領期・50年代の日本で上
映されたソビエト映画は「劇映画」ばかりであ
ったわけであるが、土方敬太がこの書に込めた

中からもっとも重要な、そして興味あるも
のを選び出し、編集して、月五回づつソヴ
ェト全国のスクリーンで上映されるニュー
ス映画「ノーヴォスチ・ドウニヤ」ができ
上るのである…定期的なニュース映画の発
行と並行して、中央記録映画スタジオは長
編記録映画をも行っている 39 ）

　1951年は、土方敬太はソビエト映画の指南
役として、『ソヴェト映画』に「ソビエト映画　
鑑賞の手引」と題して５回の連載記事を書いて
いる 40 ）。また同時期、土方敬太は雑誌『思想』
における「大衆娯楽」の特集号で、「ソヴェト
の娯楽と文化」を寄稿、より一般向けにソビエ
ト映画を解説している 41 ）。日本で広く言われ
る「文化映画」と「娯楽映画」を、ソビエト映
画の「記録映画」「科学普及映画」と対比させ、
その違いを論じている。

ソヴェトの映画についていうならば、いわ
ゆる（引用者 ― 日本の）「文化映画」に
相当するものは「記録映画」および「科学
普及映画」のジャンルに入れられる。そし
て、資本主義国で「娯楽映画」に含めてい
るものは「芸術映画」（この「芸術」はソ
ヴェト映画の場合では「劇」の意味をも
もっているが）と呼ばれる。しかしこの種
の「芸術映画」と資本主義国の「非文化映
画」との相違は特にさいきんの数年間にき
わめて大きな角度をひろげつつある。42 ）

『ソヴェト映画史』1952 年
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思いはどのようなものであったのか。それは
「本書の中で書かれている映画の大部分は、ほ
とんどその九九％が日本の広範な映画観客にふ
れていないという現実を、読者諸兄はどう考え
るであろうか？」という一文に集約されている
と考えられる 45 ）。こうした思いは『ソヴェト
映画』編集部においても、ソビエト映画の紹介
と両輪をなす上映運動にもつながってくるので
あった。

5　映画輸入クォータ制批判

　日本の講和独立による占領終結と同時期、外
国映画の輸入配給は、1950年末で一国一社制
が廃止となり、1951年度からは新たな輸入ク
ォータ制が設定された。同制度は、外国映画輸
入・配給のラッシュを抑える目的で、大蔵省が
為替管理に基づいて定めたものであった。
　その問題点として、GHQが輸入本数を管理
していた過去の対日輸出本数の実績を基準とし
て、それ以降も前年度実績に基づいて次年度の
割当を定める方式が採用された点にあった。そ
れによってアメリカ映画の市場占有率が圧倒
的に高かった状況が、そのまま 1951年以降も
日本政府によって引き継がれることになった。
その結果、ソビエト映画について輸入割当は、
1951年度も前年と同じく３本のままであった。
　1950年８月の『ソヴェト映画』の記事は、
同年６月時点でのソビエト映画公開の状況を記
している。記事によれば、1945～ 1949年ま
でのソ連の上映本数（累計）は、アメリカ 238
本に対し、ソ連は 16本であり、アメリカの 10
分の 1にも満たない本数ということであった
（表１）。

終戦いらい日本で上映された外国映画の
数は、アメリカ 238、フランス 51、イギ
リス 43、ソヴェト 16で、1949年末現在、
ソヴェト映画は、原則として年７本の公開
を許可されることになつている。…ところ
が、去年封切られたソヴェト映画は、わず
か３本にすぎず今年も、６月１日現在「先

駆者の道」「三つの邂逅」「遠い花嫁」の三
本の公開が確定されているだけである 46 

　『ソヴェト映画』は 1950年の創刊からソビ
エト映画を積極的に紹介してきたにもかかわら
ず、講和独立後の 1952年となってもソビエト
映画の輸入もままならず、上映された本数も年
間２～３本と低調であった。そのため、1951
年の輸入クォータ制の動向をみながらも、ソビ
エト映画の自主上映運動の主張を続けていくこ
とになる 47 ）。
　土方敬太は、1951年２月の段階で「戦後の
五年間に約二百本がつくられていることになり
ます。ところが戦後日本で封切られたソヴェト
映画はわずか二二本にすぎないのです。…しか
も、戦後のソヴェト映画界を代表するような作
品、スターリン賞第一賞になった作品は、「石
の花」と「シベリア物語」を除いては上映され
ていないのです」と指摘する 48 ）。７月に開催
した「ソビエト映画友の会」の席上でも、「事
務局からごく簡単な経過報告がなされ、続いて
おなじみの土方敬太氏が「外画割当のなかにソ
ヴェト映画のない現状」を話し」ている 49 ）。
　『ソヴェト映画』は 1951年 10月号で、「ソ
ヴェト映画上映促進のために」の特集を組み、
「ソヴェト映画はなぜ上映されないのか？」の
座談会を掲載している 50 ）。また、「輸入制限へ
の批判と反響」と題して、桑原武夫、平野義太
郎、大熊信行、畑中政治らのハガキ回答コメン
トを紹介している。
　ソビエト映画の状況は、「ソヴェトが、アメ
リカとならぶ、世界でもっとも大きな映画の国
であるなどということを考えることができない
ように仕向けられている」として、次のように
述べる。

日本で上映されたソヴェト映画のもっとも

アメリカ フランス イギリス ソビエト
1945 ～
1949 年
（累計）

238 51 43 16

表１　戦後上映された外国映画の本数
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この結果を受けて、「ソヴェト映画の割当は一
本もないが、これについて大蔵省は、「日ソの
国交調整ができてから、割当てる」といってい
る。国交調整を破カイしているのは日本政府じ
しんではないか」と政府政策を批判する 53 ）。
　そして、『ソヴェト映画』1952年 12月号に
は、1946年から 1952年まで戦後日本で公開
されたソヴェト映画の本数が記されている 54 ）。
アメリカ映画がのべ 709本に対して、ソビエ
ト映画は 22本で、公開されたアメリカ映画は
実にソビエト映画の 32.2倍という数字になっ
ていた（表 2）。

６　『ソヴェト映画』の終刊

　『ソヴェト映画』の編集に携わっていたのは、
北星商事の土方敬太や、映画評論家でプロデュ
サーの岩崎昶、同じく映画評論家だった瓜生忠
夫や山内達一、評論家で翻訳者の岩淵正嘉、批
評家で映画技師の成田梅吉、映画監督の木村壮
十二、撮影監督の宮島義勇、記録映画監督の亀
井文夫や野田真吉といった左翼的な日本の映画
人ら 10名であった。
　『ソヴェト映画』の編集陣は、創刊当初から
明示されていなかった。その発行には複数の団
体が関わっていただけでなく、編集者が意図的
に自らの正体を特定しづらくしていたようで
ある。『ソヴェト映画』の最終頁には「編集後
記」が設けられていたが、執筆していた編集委
員名は明かされないままであった。彼らの名前
が初めて公表されたのは、『ソヴェト映画』の
最終号（第 34号、1954年 6月）においてで

代表的な作品は、『シベリア物語』だろう
が、これ以外の作品は、かならずしも代表
的な傑作とはいえないかもしれない。とこ
ろが、日本で公開を許されたソヴェト映
画は、そういう代表的な作品が、しかも六
年間に十数本しかないというわけだ。『若
き親衛隊』『ベルリン陥落』『クバンのコザ
ック』『ムッソルグスキー』というような、
世界中のどこへもっていっても傑作として
通るすぐれた作品は、日本では上映されて
いない。多くの人たちが、こんにちのよう
な状態を当り前だと思い込み、ソヴェト映
画に対する不当な取扱いに気づかずにいる
のも無理からぬことである。51 ）

　1951年 12月の『ソヴェト映画』誌上で、
長らく代表的なソビエト映画作品を紹介してき
た連載「ソヴェト映画の足跡・名作場面集」が
最終回を迎えることとなった。「本号までに掲
載された作品はつぎのとおりです」として、以
下の 15作品が紹介された 52 ）。

1. チャパーエフ（1934年）、2. マキシム
三部作（1934～ 38年）、3. バルチック艦
隊の代議員（1936年）、4. 十月のレーニ
ン（1937年）、1918年のレーニン（1939
年）、5. ピョートル大帝（1937年）、6. ゴ
ーリキー三部作（1937～ 39年）、7. 虹
（1943年）、8. 人間 217号（1944年）、9. 
ゾーヤ（1944年）、10. 罪なき罪人（1945
年）、11. 偉大なる転換（1945年）、12. 誓
い（1946年）、13. 村の女教師（1948年）、
14. ロシヤ問題（1948年）、15. シベリヤ
物語（1948年）

　ここで取り上げられている作品の大半は、
1945年以前の戦前のものばかりであった。こ
うした名作紹介も、一般に観ることのできる戦
後作品が少なかったことに起因しているのだろ
う。
　1952年８月、大蔵省為替局は外国映画業者
を招いて、1952年度外画輸入方針を通達、つ
いにソビエト映画の割り当てはゼロとなった。

ソビエト映画（長編映画の部）
1946 1本
1947 ２本
1948 ９本
1949 ３本
1950 ３本
1951 ２本
1952 ２本
合計 22本

表２ 戦後日本で公開されたソヴェト映画
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あり、この時点で雑誌の廃刊は既に決まってい
た可能性が高かった 55 ）。
　1953年の『映画年鑑』によると、北星商事
の状況は以下のように記されている。

北星映画は創立以来、ソ連映画の配給に専
念してきたが、ソ連映画の輸入本数が少い
ため、五一年度から新生面の開拓を邦画配
給に求め、「どつこい生きてる」を第一陣
として、邦画独立プロ作品の配給を開始し
た。…そこで同社はさらにすすんで独立プ
ロ各社を糾合し、各プロの作品を計画的に
配給」することとなった。56 ）

　『ソヴェト映画』の発行元は、第５号（1950
年８月号）で、北星商事からソヴェト映画社と
なり、第 30号（1952年 10月号）から世界映
画社へと移っていく。発行元の北星商事は、ソ
ヴェト映画社、世界映画社へと社名を変更、途
中、季刊誌にも衣替えしたが、1954年 6月に
終刊した。
　だがその世界映画社も、再度、経営難から改
組、独立映画と社名を変え独立プロ作品の配給
を手掛けたが、邦画製作の大東映画と洋画配給
の大洋映画に分離した 57 ）。大洋映画はのちに
日本ヘラルド社へと事業が継承されていった。
　1948年、『プラウダ』紙記者のО・クルガー
ノフが来日したとき、欧州諸国のように日本に
も大衆組織としての日ソ親善協会の結成が必要
であるという意見が強く進言された。そして
1949年 4月、日ソ親善協会が発足する 58 ）。協
会設立の発起団体には、労働組合、青年団体、
婦人団体、学生団体、文化団体、生活協同組合
などと並んで、元ソ連抑留者の団体（ソ同盟帰
還者生活擁護同盟）が加わっていた。そして、
ソビエト映画の上映も大手配給会社を通じてだ
けでなく、こうした友好団体においても映画会
や映画の巡回講師派遣などの活動で積極的に上
映がなされるようになっていた。1950年初頭
には、同協会は約 1万 4000名の会員数を得て、
のちに日ソ国交回復の要求をまとめ、1956年
の日ソ共同宣言を後押しすることになる 59 ）。

　1957年当時の週刊誌は「ソ連文化攻勢の底
力」と題し、「1960年、輝かしい「3S文化」
（舞台芸術、スポーツ、科学）の連続攻勢」と
する特集を組んでいる 60 ）。「日本は、このとこ
ろ、ちょいとしたソ連ブームのようですが、世
界中がそうらしい」としてソ連本国から日本へ
の文化攻勢をみている。1956年、ソ連におけ
る「スターリン批判」「雪解け」以降の日ソ国
交回復であったが、ソ連からの情報流入は急増
するものの、ソビエト映画の上映ははかばかし
いものでなかったとみられる。
　ソ連の映画管理機関も 1953年に映画省が廃
止、文化省映画局となり、1963年には関係会
議映画国家委員会、1965年には閣僚会議付属
映画委員会へと推移した 61 ）。日本においては
1963年から第一回「ソビエト映画祭」が、在
日ソ連大使館主催で開催されていくことになっ
た。

７　おわりに　

　占領期・50年代において土方敬太はソビエ
ト映画を精力的に紹介してきたが、50年代後
半以降、映画業界から距離を置いていったよう
にみえる。その理由について詳細は不明である
が、後年、次のように語っている。

「アメリカの圧力などもあり、戦前に輸入
された最高本数までは許可するということ
でしたが、実際にはアメリカ映画五〇本に
対してソビエト映画五、六本という状況で
した。当時は「石の花」「シベリア物語」
が大反響をよんでいました。この会社はの
ち独立映画、大東映画とかいろいろ変わっ
て最後は破産し、…この間国際情勢の変化
は激しいものがありました」62 ）

　この発言において、公開映画本数の記憶ちが
いはあるものの、北星商事の事業を継承したそ
の後の会社が軒並み破産していたことがうかが
える。だが、占領期・50年代におけるソビエ
ト映画紹介者としての土方敬太は、当時の映画
文化のありかたを知る上でも注目されるべきで
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はないだろうか。
　最後に、本論のまとめとして土方敬太が果た
してきた役割を三点指摘しておきたい。
　第一に、占領期におけるソビエト映画配給で
北星商事が占める位置づけが変化していったこ
とには、土方敬太が関与した点が大きかった。
その後、北星商事では『ソヴェト映画』の発行
に携わりソビエト映画の宣伝・普及に携わった。
第二に、1940年代から 50年代のソ連のスタ
ーリン賞などから、一般ソビエト映画ジャンル
といった枠組を提示し、一般観衆の理解に資し
てきたが、結果的にはイデオロギー色が少ない

とみられた「劇映画」ばかりが日本での上映を
許可された。第三に、日本政府による映画輸入
クォーター制の下、1950年代以降もソビエト
映画の輸入割当は拡大しなかったため、自主上
映運動を『ソヴェト映画』誌上で訴え続けた。
そうした地道な活動が 60年代以降のソビエト
映画紹介へとつながっていった。
　本論の今後の課題としては、占領期・50年
におけるソビエト映画の日本への流入を、ロシ
ア側のソビエト映画関連史資料から解き明かし
ていく必要があると考えている。
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